
西
貞
利
起
草
委
員
長
か
ら
決

議
文
の
提
案
が
あ
り
満
場
一

致
で
採
択
さ
れ
た
。

　
総
会
決
議
文
は
、
後
日
報

道
機
関
、
医
療
関
係
団
体
等

へ
送
付
さ
れ
た
。

（
会
長
・
副
会
長
は
同
日
の

臨
時
理
事
会
で
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
役
員
名
簿
は
２
面
参

照
）

務
部
長
か
ら
は
収
入
支
出
予

算
な
ど
が
上
程
さ
れ
、
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
た
（
関
連

６
〜
８
面
）

　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選

挙
で
は
、
会
長
候
補
に
橋
本

透
理
事
、
副
会
長
候
補
に
伊

藤
寧
理
事
、
重
枝
朗
理
事
、

立
花
啓
理
事
、
三
浦
豊
理
事

の
４
人
を
代
議
員
の
総
意
で

理
事
会
に
推
薦
す
る
こ
と
を

採
択
し
た
。

　
橋
本
透
理
事
が
新
役
員
を

代
表
し
て
「
執
行
部
一
丸
と

な
っ
て
医
療
の
改
善
に
努
め

て
い
く
所
存
で
あ
る
。
一
層

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」

と
決
意
表
明
を
行
っ
た
。

　

総
会
の
締
め
く
く
り
に
、

　
米
価
等
の
物
価
高
騰
が
国

民
生
活
や
医
療
経
営
を
直
撃

し
て
い
る
。
し
か
し
、
国
会

審
議
で
は
消
費
税
減
税
や
廃

止
を
求
め
る
声
が
あ
る
一
方
、

政
府
か
ら
現
場
の
窮
状
を
直

視
し
、
国
民
や
医
療
機
関
の

救
済
に
言
及
す
る
意
見
は
全

く
見
ら
れ
な
い
▼
こ
の
救
済

こ
そ
が
医
療
・
介
護
等
の
社

会
保
障
を
存
続
さ
せ
、
国
民

生
活
の
充
実
に
繋
が
る
力
と

な
る
。
医
療
・
介
護
の
存
続

充
実
が
な
け
れ
ば
、
地
域
経

済
活
動
の
復
活
は
実
現
し
な

い
。
与
党
か
ら
は
消
費
税
減

税
の
必
要
性
や
国
民
や
医
療

機
関
へ
の
財
政
支
援
、
医
療

機
関
の
存
続
を
後
押
し
す
る

気
運
が
希
薄
だ
▼
経
済
の
立

て
直
し
や
分
断
・
離
職
を
乗

り
越
え
る
た
め
に
も
、
医
療

経
営
を
安
定
化
さ
せ
、
給
与

引
き
上
げ
が
可
能
な
財
政
措

置
を
図
る
べ
き
だ
。
現
在
の

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
で
は
、

充
分
な
経
済
支
援
が
得
ら
れ

ず
、
医
療
機
関
経
営
の
さ
ら

な
る
悪
化
を
防
げ
な
い
。
今
、

最
も
必
要
な
の
は
、
職
員
の

処
遇
を
見
直
し
、
医
療
機
関

の
経
営
を
改
善
す
る
こ
と
で

医
療
提
供
体
制
の
存
続
を
図

る
こ
と
だ
▼
そ
の
た
め
に
も
、

消
費
税
を
減
税
し
、
行
き
過

ぎ
た
診
療
報
酬
改
悪
を
早
期

に
中
止
す
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
不
合
理
な
診
療
報

酬
削
減
を
撤
廃
す
る
た
め
に

も
、
期
中
改
定
を
早
急
に
実

現
す
べ
き
で
あ
る
。

橋本 透

主な目次

２
０
２
４
年
度
歯
科
会
員

ア
ン
ケ
ー
ト　

●
時
論

歯
科
保
険
診
療
研
究

接
遇
・
電
話
対
応
マ
ナ
ー
講
座

●
…

…

面
２３

〜
５
面●

２
０
２
４
年
度
活
動
報
告

●
…

６
〜
８
面

２
０
２
５
年
度
活
動
方
針

●
会
員
訪
問　

●
読
後
感

●
歯
科
各
種
届
出
に
係
る
研
修
会

●
…
面
９

●
…
面
１０

一般社団法人北海道保険医会

医療改善に向け、決意新たに第13回
代議員総会

決　議

記

2025年5月31日　一般社団法人北海道保険医会　第13回代議員総会

橋
本
透
氏
　
二
期
目
の
執
行

　
は
じ
め
に
挨
拶
に
立
っ
た

橋
本
透
会
長
は
「
本
会
は
一

般
社
団
法
人
と
し
て
13
回
目

の
総
会
を
迎
え
た
。
超
高
齢

社
会
の
進
行
と
制
度
改
悪
が

進
む
中
、
医
療
の
崩
壊
を
食

い
止
め
、
国
民
皆
保
険
と
国

民
生
活
を
支
え
る
医
療
制
度

の
根
幹
を
守
る
べ
く
、
今
後

も
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

　
議
案
審
議
に
先
立
ち
、
大

野
一
典
議
長
、
百
海
均
副
議

長
に
よ
る
代
議
員
総
会
成
立

宣
言
が
行
わ
れ
た
。

　
立
花
啓
副
会
長
か
ら
本
会

の
１
年
間
の
活
動
報
告
が
行

わ
れ
、
昨
年
ご
逝
去
さ
れ
た

18
名
の
会
員
に
黙
祷
を
捧
げ

た
。
　
続
い
て
保
険
医
サ
ポ
ー
ト

北
海
道
の
業
績
に
つ
い
て
鈴

木
正
典
副
社
長
よ
り
報
告
が

行
わ
れ
た
。

　
議
案
審
議
で
は
佐
藤
明
理

財
政
部
長
か
ら
収
入
支
出
決

算
の
報
告
が
あ
り
、
承
認
さ

れ
た
（
関
連
３
〜
５
面
）。

　
監
査
報
告
は
重
枝
朗
監
事

が
行
い
、
予
算
の
執
行
や
保

有
、
職
務
執
行
な
ど
に
つ
い

て
適
正
と
認
め
る
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。

　
次
に
橋
本
透
会
長
よ
り「
健

康
保
険
証
の
廃
止
撤
回
」「
医

療
制
度
の
改
悪
阻
止
」「
大
幅

な
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の

引
き
上
げ
」「
医
薬
品
供
給
体

制
の
改
善
」
等
を
柱
と
し
た

医
療
費
抑
制
政
策
の
中
止
、

公
的
医
療
費
の
総
枠
拡
大
を

求
め
る
２
０
２
５
年
度
の
活

動
方
針
が
提
案
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
、
芦
田
眞
治
総

未曾有の物価高騰によって国民生活は疲弊し、医療機関の経営も厳しさを増している。
　石破政権は、昨年12月に健康保険証の新規発行を停止し、高額療養費の自己負担限
度額の見直しや後発医薬品のある先発医薬品の選定療養を用いた保険外しを推し進め
ている。さらに2025年度予算においても、高齢化に伴う社会保障費の自然増を圧縮する
ため、医療・介護の給付削減や社会保険料の引き上げを強行しようとしているが、国民の
健康と命を切り捨てる改悪を直ちに中止し、今こそ公的医療費の総枠拡大と患者負担を
軽減する政策に転換すべきである。
　2024年度診療報酬改定は全体で6回連続のマイナス改定となり、昨今の物価高騰分
すら補うことができず、新設されたベースアップ評価料では満足な賃上げを行うことがで
きない。その結果、人材が他職種に流出し、医療機関の存続が危機的な状況となってい
る。このような状況下、医療機関にはオンライン資格確認や標準型電子カルテの対応での
負担も懸念され、診療報酬の大幅な引き上げは急務である。また、診療に関わる薬剤や医
療材料などの購入にかかる消費税の減額が必要である。
　北海道保険医会は、第一線の地域医療を担う立場から、国民・患者本位の政策実現を
目指し、社会保障の充実と安心・安全な社会を築くため、以下の通り決議する。

一、社会保障の財源を十分に確保し、地域医療の維持・医療介護従事者の処遇の改
　　善が図られるように、大幅な診療報酬・介護報酬の引き上げを求める
一、高額療養費上限額引き上げ撤回を求める
一、75歳以上高齢者の2割負担などに代表される患者負担増の撤回を求める
一、拙速なマイナ保険証への移行やオンライン資格確認義務化・オンライン請求義
　　務化をはじめとした医療ＤＸの柔軟な推進を求める
一、「長期収載医薬品の選定療養化」撤廃、および医薬品の安定供給がなされるよ
　　う極端な後発医薬品普及政策の見直しを求める
一、公立・公的病院や民間病院・有床診療所にかかわらず、地域の実情に沿った必
　　要な病床数を確保し、住民本位の充実した医療・介護提供体制に資する「地域
　　医療構想」の構築・推進を求める
一、医師偏在の早期解消を求める
一、混合診療全面解禁につながる選定療養制度の対象拡大に反対する
一、医師・歯科医師の裁量権を無視し、医療現場を混乱させる不当な審査、指導・
　　監査に反対する
一、消費税を減税し、医療へのゼロ税率の適用を求める

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

ご

来

賓

様

一
般
社
団
法
人　

札
幌
市
医
師
会

会
長
代
理

成
田
愼
一
郎

様

札
幌
歯
科
医
師
会

会
　
　
長

山

田

　

尚

様

北
海
道
医
師
協
同
組
合

専
務
理
事

木

村

健

修

　
一
般
社
団
法
人
北
海
道
医
師
会
、一
般
社
団
法
人

北
海
道
歯
科
医
師
会
、一
般
社
団
法
人
上
川
北
部
医

師
会
、一
般
社
団
法
人
北
広
島
医
師
会
、北
海
道
保

険
医
会
札
幌
支
部
、全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
ほ

か
全
国
39
都
府
県
保
険
医
協
会

（
Ｋ
Ｔ
）

　
５
月
31
日
、「
一
般
社
団
法
人
北
海
道
保
険
医
会
第
13
回
代

議
員
総
会
」を
開
催
し
、代
議
員
70
人（
委
任
状
12
通
、定
足
数

36
人
）、執
行
部
役
員
45
人
が
出
席
し
た
。議
案
審
議
で
は
２

０
２
４
年
度
活
動
報
告
・
会
計
決
算
、２
０
２
５
年
度
活
動

方
針
・
予
算
案
が
承
認
さ
れ
、総
会
決
議
を
満
場
一
致
で
採

択
し
た
。今
年
度
は
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
が
行
わ

れ
、橋
本
透
理
事
ら
新
役
員
が
決
定
し
た
。

▲決意を語る橋本透氏

▶
決
議
文
を
読
み
上
げ
る

　
西
貞
利
起
草
委
員
長

（1）第1049号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可） 2025年（令和7年）6月5日北 海 道 保 険 医 新 聞

活
動
報
告

次
年
度
に
向
け
て

新
役
員
選
出



北 海 道 保 険 医 新 聞 第1049号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）2025年（令和7年）6月5日 （2）

ら
か
と
な
っ
た
。

　
本
会
は
歯
科
医
院
が
保
険

診
療
で
成
り
立
つ
報
酬
体
系

い
え
ば
悪
か
っ
た
」
は
56
・

０
％
と
な
っ
た　
　
　
。

　
ま
た
、
初
・
再
診
料
の
引

き
上
げ
や
医
療
行
為
の
評
価

を
中
心
と
し
た
再
改
定
を
求

め
る
か
と
の
設
問
で
は
「
求

め
る
」
と
の
回
答
が
91
・
５

％
に
の
ぼ
っ
た　
　
　
。

　
全
体
的
に
「
悪
か
っ
た
」

と
評
価
し
た
層
に
限
ら
ず
、

「
良
か
っ
た
」
と
す
る
回
答
者

か
ら
も
再
改
定
を
求
め
る
声

が
多
く
、
診
療
行
為
に
対
す

る
評
価
が
乏
し
い
な
ど
、
本

来
の
診
療
報
酬
改
定
の
あ
り

方
か
ら
逸
脱
し
た
内
容
へ
の

不
満
が
強
く
表
れ
た
。

　
　
　

◇　

◇　

◇

　
調
査
結
果
全
体
を
通
し
て
、

歯
科
医
院
経
営
の
状
況
が
改

善
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明

　
主
な
理
由
は
、
回
答
の
多

い
順
に
「
物
価
高
騰
に
よ
る

経
費
増
」「
年
齢
・
体
力
的
に

厳
し
い
」「
後
継
者
不
在
」
で

あ
り
、
そ
の
他
に
「
医
療
Ｄ

Ｘ
に
よ
る
経
費
増
」
も
多
く

挙
げ
ら
れ
た
。

　
今
回
の
改
定
全
般
に
つ
い

て
は
、
44
・
０
％
が
「
良
か

っ
た
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

良
か
っ
た
」
と
評
価
し
た
が
、

「
悪
か
っ
た
」「
ど
ち
ら
か
と

９
％
で
、
い
ず
れ
も
「
変
わ

ら
な
い
」
が
最
多
だ
っ
た
が
、

「
増
え
た
」
を
上
回
る
割
合
で

「
減
っ
た
」
が
み
ら
れ
た
。

　
今
後
の
経
営
の
見
通
し
で

は「
問
題
な
い
」18・６
％
、「
現

状
維
持
」
51
・
７
％
と
す
る

一
方
で
、「
見
通
し
が
立
た
な

い
」21・２
％
、「
閉
院
を
検
討
」

８
・
５
％
で
、「
見
通
し
が
立

た
な
い
」「
閉
院
を
検
討
」
が

約
３
割
を
占
め
た　
　
　
。

　
２
０
２
３
年
６
月
〜
８
月

と
２
０
２
４
年
同
月
期
の
比

較
で
は
、受
診
患
者
数
は
「
増

え
た
」
19
・
５
％
、「
変
わ
ら

な
い
」
49
・１
％
、「
減
っ
た
」

31
・
４
％
と
な
り
、
保
険
収

入
は「
増
え
た
」20・３
％
、「
変

わ
ら
な
い
」
40
・
６
％
、「
減

っ
た
」
39
・
１
％
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
自
費
収
入
は
「
増

え
た
」
11
％
、「
変
わ
ら
な
い
」

55
・
１
％
、「
減
っ
た
」
33
・

「
歯
科
技
工
問
題
」

　
　
共
通
認
識
を
深
め
て

　
歯
科
で
は
、
歯
科
医
師

の
高
齢
化
、
歯
科
医
療
機

関
数
お
よ
び
医
療
従
事
者

の
減
少
、
無
歯
科
医
地
区

の
増
加
、
地
域
偏
在
の
顕

在
化
等
に
よ
り
、
歯
科
医

療
提
供
体
制
の
継
続
的
な

縮
小
と
供
給
不
足
が
危
惧

さ
れ
て
い
る
。

　
歯
科
医
療
の
提
供
に
重

要
な
役
割
を
果
た
す
歯
科

技
工
に
関
し
て
、
保
団
連

が
実
施
し
た
「
全
国
歯
科

技
工
所
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で

は
、
零
細
規
模
、
高
齢
化
、

長
時
間
労
働
、
低
賃
金
の

実
態
が
あ
ら
た
め
て
浮
き

彫
り
と
な
っ
た
。
こ
の
結

果
を
受
け
て
保
団
連
は
日

本
歯
科
技
工
士
会
（
日
技
）

あ
る
。
公
定
価
格
は
市
場

の
動
向
を
参
考
に
算
出
さ

れ
る
が
、
逆
に
公
定
価
格

が
市
場
価
格
を
左
右
す
る

こ
と
は
独
占
禁
止
法
に
抵

触
す
る
。

　
積
年
の
問
題
解
決
に
向

け
て
、
共
通
認
識
を
深
め
、

患
者
・
国
民
の
健
康
に
資

す
る
立
場
か
ら
少
な
か
ら

ず
痛
み
を
伴
う
改
革
へ
の

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
歯
科
医

療
費
の
総
枠
拡
大
と
し
て
、

適
正
な
技
術
料
評
価
に
よ

る
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
、

歯
科
技
工
士
に
適
切
な
技

工
料
が
渡
る
実
効
性
の
あ

る
取
引
ル
ー
ル
を
作
る
こ

と
が
重
要
に
な
る
。

と
懇
談
を
行
い
、
日
技
か

ら
は
①
歯
科
技
工
問
題
は

経
済
問
題
②
技
工
士
に
よ

る
直
接
請
求
の
創
設
は
考

え
て
い
な
い
③
歯
科
点
数

表
と
は
別
に
「
製
作
点
数
」

を
掲
げ
、
技
工
料
金
が
確

実
に
技
工
士
に
渡
る
ル
ー

ル
の
構
築
、
同
時
に
補
綴

物
の
点
数
・
総
額
を
増
や

す
こ
と
が
重
要
と
の
考
え

が
示
さ
れ
た
。

　
厚
労
省
は
デ
ジ
タ
ル
化

や
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
の
推

奨
な
ど
で
補
綴
需
要
に
応

え
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

歯
科
技
工
所
の
大
半
を
占

め
る
零
細
ラ
ボ
は
高
額
な

シ
ス
テ
ム
投
資
が
で
き
ず
、

都
市
部
で
は
不
採
算
の
義

歯
製
作
を
受
注
し
な
い
技

工
所
も
増
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
補
綴
関
連
に

つ
い
て
、日
歯
会
長
は
「
選

定
療
養
に
す
る
の
か
否
か
、

我
々
に
課
さ
れ
た
命
題
」

と
述
べ
、
経
営
改
善
の
方

策
と
称
し
て
選
定
療
養
の

拡
大
が
加
速
し
か
ね
な
い

流
れ
が
あ
り
、
今
後
も
注

視
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

　
こ
れ
ま
で
歯
科
技
工
問

題
は
経
済
問
題
と
の
観
点

か
ら
「
７
対
３
大
臣
告
示
」

「
直
接
請
求
」「
保
険
技
工
士・

技
工
所
の
創
設
」
な
ど
が

俎
上
に
上
が
っ
て
き
た
が
、

越
え
る
べ
き
ハ
ー
ド
ル
は

高
い
。
例
え
ば
歯
科
診
療

報
酬
は
公
定
価
格
だ
が
歯

科
技
工
料
は
市
場
価
格
で

の
整
備
、
歯
科
医
療
費
の
総

枠
拡
大
を
継
続
し
て
求
め
て

い
く
。

2024年度
歯科会員アンケート

北海道も経営状況は改善されず
　

昨
年
10
月
〜
11
月
、全
国
保
険
医
団
体
連
合
会（
保
団
連
）は
全
国
の

保
険
医
協
会
・
医
会
を
通
じ
て
、２
０
２
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
が
歯

科
経
営
に
与
え
た
影
響
や
評
価
を
把
握
す
る
た
め
、歯
科
会
員
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た（
北
海
道
１
１
８
件
）。本
稿
で
は
道
内
に
お
け
る

調
査
結
果
の
概
要
を
報
告
す
る（
紙
面
の
都
合
に
よ
り
未
掲
載
の
回

答
・
グ
ラ
フ
は
タ
イ
ト
ル
横
の
Ｑ
Ｒ
参
照
）。

保団連

図
1

図
2

図
3

図3 初再診料や医療行為評価の再改定要求図2 2024診療報酬改定全般の評価
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患
者
数
・
請
求
点
数

　
　
　
　
　

の
変
化

経
営
の
見
通
し

約
３
割
が
問
題
あ
り

再
改
定
を
求
め
る
声

　
　
　

９
割
以
上

求める
91.5％

どちらかと
言えばよかった
38.1％

悪かった
11.9％

どちらかと
言えば悪かった
44.1％

求めない
1.7％

わからない
6.8％

図1 経営の見通し

現状維持
51.7％

見通しが
立たない
21.2％

問題ない
18.6％

閉院を検討
8.5％

良かった
5.9％



医
療
を
と
り
ま
く
情
勢
と
課
題

（
一
）
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
た
対
応

　
昨
年
行
わ
れ
た
診
療
報
酬
改
定
は
、
初
め
て
２
カ
月
後

ろ
倒
し
の
６
月
施
行
で
あ
っ
た
。
従
来
の
改
定
と
異
な
り

施
行
ま
で
の
期
間
で
対
応
準
備
を
進
め
る
も
、
疑
義
解
釈

な
ど
に
よ
る
補
足
説
明
は
十
分
と
は
言
い
難
く
、
実
際
の

運
用
は
未
知
数
で
あ
っ
た
。

　
と
く
に
、
改
定
の
目
玉
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
評
価
料
は
施
設
基
準
の
達
成
が
困
難
な
上
、
書
類

申
請
・
作
成
の
手
続
き
が
煩
雑
で
あ
り
、
届
出
数
が
低
迷

し
た
。

　
本
会
が
実
施
し
た
会
員
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

医
科
会
員
か
ら
は
今
後
の
収
入
増
加
が
見
込
め
な
い
、
小

さ
な
診
療
所
で
は
管
理
が
困
難
で
あ
り
、
今
後
項
目
が
削

除
さ
れ
梯
子
を
外
さ
れ
る
可
能
性
を
理
由
に
届
出
・
算
定

を
見
送
っ
た
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

　
歯
科
会
員
に
お
い
て
も
収
入
の
減
少
を
４
割
が
感
じ
て

お
り
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
届
出
を
行
っ
て
い
な
い

医
療
機
関
は
８
割
強
に
も
上
っ
た
。

　
ま
た
、
特
定
疾
患
療
養
管
理
料
の
改
編
が
行
わ
れ
、
生

活
習
慣
病
管
理
料
Ⅱ
へ
の
移
行
が
促
さ
れ
た
。
本
会
が
医

科
会
員
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
糖
尿
病
、
高
血

圧
症
、
脂
質
異
常
症
の
３
疾
患
が
特
定
疾
患
療
養
管
理
料

か
ら
除
外
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
主
に
内
科
系
診
療
所

の
医
師
を
中
心
に
８
割
が
不
満
を
感
じ
て
い
る
と
回
答
。

療
養
計
画
書
の
作
成
と
患
者
の
同
意
に
時
間
が
か
か
り
、

９
割
近
く
が
改
悪
と
感
じ
て
い
る
。
生
活
習
慣
病
管
理
料

Ⅱ
は
外
来
管
理
加
算
、
特
定
疾
患
処
方
管
理
加
算
が
包
括

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
結
果
的
に
年
間
で
約
２
２
３
万
円
も

の
減
収
と
な
る
事
例
も
あ
っ
た
。

　
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
整
備
加
算
に
つ
い
て
は
会
員
か
ら

評
価
し
な
い
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。
診
療
報
酬
で

国
が
進
め
る
政
策
に
誘
導
す
べ
き
で
は
な
い
し
、
患
者
に

負
担
を
求
め
る
も
の
で
は
な
い
と
の
意
見
が
多
く
あ
っ
た

ほ
か
、
設
備
投
資
に
見
合
わ
な
い
低
い
点
数
設
定
に
不
満

を
持
つ
声
も
多
か
っ
た
。

　
本
会
は
24
年
４
月
に
開
催
し
た
新
点
数
検
討
会
、
７
月

と
11
月
に
実
施
し
た
保
険
診
療
セ
ミ
ナ
ー
に
て
改
定
ポ
イ

ン
ト
の
説
明
を
行
い
、
会
員
医
療
機
関
よ
り
算
定
や
施
設

は
じ
め
に

「
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
促
進
」「
高
齢
者
の
負
担
増
」を

行
っ
て
き
た
岸
田
政
権
が
終
わ
り
、
24
年
11
月
に
石
破
政

権
が
発
足
し
た
。直
前
の
衆
院
選
は
、医
療
Ｄ
Ｘ
と
り
わ
け
マ

イ
ナ
保
険
証
一
本
化
が
関
心
を
集
め
た
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
行
っ
た

選
挙
前
の
衆
院
選
候
補
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は「
マ
イ
ナ
保
険

証
一
本
化
と
保
険
証
廃
止
の
是
非
」を
問
い「
廃
止
に
反
対
」

「
延
期
す
べ
き
」と
回
答
し
た
候
補
者
は
半
数
を
超
え
て
い
た
。

　
石
破
氏
も
保
険
証
の
新
規
発
行
停
止
時
期
の
見
直
し
に

言
及
し
て
い
た
が
、
総
理
に
就
任
し
た
途
端
、
過
去
の
発

言
が
な
か
っ
た
か
の
よ
う
な
姿
勢
に
転
じ
た
。
以
降
、
高

額
療
養
費
制
度
の
改
悪
、
強
引
な
「
医
療
Ｄ
Ｘ
」
の
推
進
、

病
床
削
減
な
ど
の
政
策
を
続
け
て
い
る
。

　
こ
の
間
、
医
療
機
関
は
Ｄ
Ｘ
推
進
の
あ
お
り
を
受
け
、

小
規
模
診
療
所
な
ど
の
閉
院
が
相
次
ぎ
、
物
価
高
、
人
件

費
高
騰
か
ら
医
療
機
関
の
医
業
経
営
は
困
難
を
極
め
て
い

る
。
さ
ら
に
医
薬
品
の
供
給
不
足
問
題
が
長
年
に
わ
た
っ

て
解
決
の
糸
口
を
見
い
だ
せ
な
い
状
態
に
あ
り
、
早
期
の

安
定
供
給
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
昨
年
は
じ
め
て
６
月
に
実
施
さ
れ
た
ト
リ
プ
ル
改
定
は
、

わ
ず
か
に
本
体
は
プ
ラ
ス
で
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
内
訳

は
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
や
従
業
員
の
賃
金
引
き
上
げ
を
目
的

と
し
た
改
定
に
終
始
し
、
医
業
経
営
の
改
善
を
見
込
め
な

い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
度
重
な
る
社
会
保
障
費
の
削
減
に
よ
り
経
済
的
な
安
定

を
見
込
め
な
い
今
、
医
療
界
は
人
員
が
他
業
界
に
流
出
し

て
お
り
、
今
後
は
衰
退
の
一
途
を
た
ど
り
か
ね
な
い
。

　
今
こ
そ
政
府
は
、
医
療
提
供
体
制
を
維
持
す
る
た
め
に
、

医
療
機
関
に
対
し
て
十
分
な
支
援
お
よ
び
診
療
報
酬
等
の

大
幅
な
引
き
上
げ
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　
本
会
は
、
地
域
医
療
の
第
一
線
を
担
う
立
場
か
ら
、
24

年
度
も
会
員
の
協
力
・
理
解
を
得
な
が
ら
医
療
改
善
に
向

け
た
諸
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。

（3）第1049号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可） 2025年（令和7年）6月5日北 海 道 保 険 医 新 聞

基
準
の
届
出
に
関
す
る
多
く
の
質
問
や
意
見
な
ど
が
寄
せ

ら
れ
対
応
し
た
。

　
度
重
な
る
各
種
コ
ス
ト
の
上
昇
の
他
、
賃
上
げ
が
求
め

ら
れ
る
状
況
下
で
、
減
収
と
な
る
改
定
は
断
じ
て
容
認
で

き
る
も
の
で
は
な
い
。
今
後
も
賃
上
げ
分
も
含
め
、
基
本

診
療
料
で
あ
る
初
再
診
料
・
入
院
料
等
を
は
じ
め
と
し
た

診
療
報
酬
の
適
切
な
引
き
上
げ
を
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
二
）
医
師
偏
在
問
題
へ
の
対
応

　
医
師
偏
在
問
題
の
解
決
は
急
務
の
課
題
で
あ
る
一
方
で
、

地
域
医
療
を
守
り
充
実
さ
せ
る
た
め
必
要
な
対
策
が
求
め
ら

れ
る
。

　
財
務
省
が
進
言
す
る
、
診
療
所
不
足
地
域
と
過
剰
地
域
で

報
酬
単
価
を
調
整
す
る
「
地
域
別
単
価
の
導
入
」
や
「
医
師

多
数
区
域
の
開
業
抑
制
」
は
自
由
開
業
制
を
脅
か
し
、
地
域

に
よ
る
平
等
性
が
担
保
さ
れ
ず
医
療
現
場
の
混
乱
は
必
至
で

あ
る
。
と
く
に
本
道
に
お
い
て
は
、
診
療
範
囲
が
広
域
で
冬

の
雪
害
な
ど
に
よ
り
、
医
療
提
供
体
制
が
他
地
域
と
大
き
く

異
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
本
会
は
北
海
道
医
師
会
副
会
長

の
佐
古
和
廣
氏
を
招
き
「
医
師
偏
在-

地
域
偏
在
・
診
療
科

偏
在
の
現
状
と
対
策-

」
と
題
し
て
講
演
会
を
開
催
。
本
道
に

お
け
る
医
療
事
情
お
よ
び
現
状
を
会
員
・
一
般
市
民
へ
の
情

報
提
供
に
努
め
た
。

　
医
療
は
公
的
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
が
、
提
供
体
制
を
民
間
医

療
機
関
に
依
存
し
て
お
り
、
十
分
な
財
政
支
援
が
必
要
で
あ

る
。
単
な
る
規
制
や
法
に
よ
る
強
制
で
は
な
く
、
国
は
国
策

と
し
て
医
師
が
地
方
で
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
仕
組
み

や
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
会
は
、
北
海
道
医
師
会
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
関
係
団
体

各
所
に
協
力
を
要
請
し
国
へ
改
善
を
訴
え
た
。

（
三
）
医
療
Ｄ
Ｘ
に
関
す
る
取
り
組
み

医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
は
医
師
の
時
間
外
労
働
規
制
、
少
子
高

齢
化
に
よ
る
医
療
機
関
の
人
材
不
足
の
問
題
が
あ
る
中
で
、

医
療
情
報
共
有
の
円
滑
化
・
迅
速
化
に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
な
ど
非
対
面
や
遠
隔
地
か
ら
の
受
診
な
ど
医
療
を
効
率

的
に
受
け
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
政
府
は

医
療
Ｄ
Ｘ
を
あ
ま
り
に
も
拙
速
に
進
め
る
こ
と
に
よ
り
医
療

現
場
や
患
者
に
大
き
な
混
乱
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
オ
ン
資

ト
ラ
ブ
ル
の
問
題
を
解
決
し
な
い
ま
ま
、
24
年
12
月
２
日
、

健
康
保
険
証
の
新
規
発
行
停
止
を
強
行
。
24
年
12
月
末
に
は

電
子
処
方
箋
の
設
定
不
備
を
理
由
に
１
週
間
、
大
規
模
な
シ

ス
テ
ム
点
検
を
実
施
。
こ
の
間
、
電
子
処
方
箋
を
導
入
し
て

い
る
医
療
機
関
で
は
処
方
箋
が
発
行
で
き
な
い
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
が
生
じ
て
い
る
。
医
療
機
関
に
お
け
る
導
入
が
ま
だ
進

ん
で
い
な
い
中
で
長
期
間
の
シ
ス
テ
ム
停
止
は
今
後
の
運
用

に
つ
い
て
大
き
な
懸
念
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。

　
国
は
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
の
た
め
シ
ス
テ
ム
導
入
時
の
補
助
金

を
支
出
し
て
い
る
が
、
導
入
後
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
想

定
し
て
お
ら
ず
、
シ
ス
テ
ム
維
持
は
医
療
機
関
の
負
担
と
な

る
こ
と
か
ら
小
規
模
診
療
所
を
閉
院
す
る
要
因
と
な
っ
て
い

る
。
　
本
会
は
保
団
連
と
連
携
し
、
健
康
保
険
証
新
規
発
行
停
止

の
中
止
を
求
め
る
様
々
な
署
名
活
動
を
行
い
、
国
へ
の
改
善

を
訴
え
た
。
未
だ
ト
ラ
ブ
ル
の
絶
え
な
い
オ
ン
資
ト
ラ
ブ
ル

を
含
め
た
医
療
Ｄ
Ｘ
の
諸
問
題
に
つ
い
て
国
に
改
善
を
要
請

し
た
。

（
四
）
医
業
経
営
と
保
険
医
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
取
り

　
　

組
み

　
医
業
経
営
と
保
険
医
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
事
業
と
し
て
、

下
記
の
セ
ミ
ナ
ー
等
を
今
年
度
も
開
催
し
た
。
共
済
部
で

は
、
24
年
９
月
に
「
こ
れ
か
ら
の
老
後
資
金
づ
く
り
と
、

も
し
も
の
備
え
」
の
テ
ー
マ
で
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ

ン
ナ
ー
の
須
藤
臣
氏
を
招
き
、
25
年
３
月
に
は
「
医
療
機

関
の
事
業
継
承
の
問
題
点
と
そ
の
対
策
」
の
内
容
で
吉
岡

経
営
セ
ン
タ
ー
の
吉
岡
健
司
氏
に
よ
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
講

座
を
開
催
し
た
。
ま
た
組
織
部
で
は
、
恒
例
の
「
開
業
医

の
た
め
の
実
務
セ
ミ
ナ
ー
」
と
し
て
、
24
年
８
月
に
は
弁

護
士
の
須
田
布
美
子
氏
を
招
き
医
療
機
関
の
「
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
・
労
務
ト
ラ
ブ
ル
対
策
」
の
テ
ー
マ
で
開
催
し
、
25

年
１
月
に
は
特
定
社
会
保
険
労
務
士
の
原
田
三
恵
氏
に
よ

る
「
医
療
機
関
の
労
務
・
雇
用
管
理
の
基
本
」
に
つ
い
て

留
意
点
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、
２
月
「
医
療
機
関
の
税

務
に
つ
い
て
基
本
を
学
ぼ
う
」
の
テ
ー
マ
で
税
理
士
の
吉

田
健
司
氏
を
招
い
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　
い
ず
れ
の
講
演
会
も
ウ
ェ
ブ
開
催
や
見
逃
し
配
信
も
行

い
、
全
道
各
地
か
ら
多
数
の
参
加
が
得
ら
れ
た
。
今
後
も

２
０
２
４
年
度
活
動
報
告

ウ
ェ
ブ
開
催
の
利
便
性
を
生
か
し
な
が
ら
各
種
講
演
会
を

開
催
し
て
い
き
た
い
。

（
五
）
組
織
拡
大
に
向
け
た
活
動

24
年
度
の
会
員
動
向
は
、
医
科
で
は
39
名
が
入
会
し
、
会

員
の
高
齢
化
等
に
伴
い
79
名
が
退
会
と
な
り
実
質
40
名
の
会

員
減
と
な
っ
た
。
歯
科
で
は
入
会
者
数
55
名
、
退
会
51
名
で

実
質
４
名
の
増
加
と
な
り
、
医
科
歯
科
全
体
の
総
会
員
数
で

は
３
１
３
９
名
と
な
り
、
36
名
の
減
少
と
な
っ
た
。

　
今
年
度
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
運
用
を
開
始
し
、
未
入
・
会
員
・
道

民
へ
の
情
報
発
信
を
行
っ
た
。
今
後
も
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
り
、
会
員
が
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
ら
れ
る
組
織
運
営
、

周
知
広
報
に
努
め
た
い
。

（
六
）
財
政
・
共
済
・
文
化
厚
生
活
動

財
政
面
で
は
、
法
人
資
産
の
保
全
や
管
理
体
制
の
整
備
に

努
め
な
が
ら
、
財
政
支
出
の
効
率
化
と
事
務
経
費
の
見
直
し

を
行
っ
た
。
さ
ら
に
安
定
し
た
活
動
推
進
の
た
め
に
、
財
政

基
盤
を
強
固
に
し
な
が
ら
効
率
的
な
予
算
の
執
行
に
も
努
め
、

24
年
度
も
単
年
度
収
支
で
黒
字
決
算
を
達
成
し
た
。

　
共
済
制
度
に
つ
い
て
は
、
休
業
保
障
共
済
保
険
、
保
険
医

年
金
、
団
体
定
期
保
険
の
三
大
共
済
制
度
の
安
定
し
た
運
営

に
努
め
る
と
も
に
、
団
体
所
得
補
償
保
険
等
の
商
品
を
取
り

扱
っ
て
い
る
本
会
の
出
資
会
社
の
合
同
会
社
「
保
険
医
サ
ポ

ー
ト
北
海
道
」
と
連
携
し
て
、
共
済
制
度
の
普
及
拡
大
に
取

り
組
ん
だ
。
ま
た
合
同
会
社
「
保
険
医
サ
ポ
ー
ト
北
海
道
」

で
は
損
保
代
理
店
業
務
の
他
、
業
務
家
電
の
斡
旋
や
車
の
買

取
仲
介
な
ど
の
事
業
も
展
開
し
、
会
員
支
援
の
一
助
と
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
そ
の
他
、
親
子
一
泊
キ
ャ
ン
プ
旅
行
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
や
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
の
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
行
事
を
開
催
し
、
さ
ら
に
道
内
美
術
館
の
入
場
券

や
劇
団
四
季
、
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
や
北
海
道

コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
な
ど
の
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
を
割
引
販
売
し
、

大
変
好
評
を
得
た
。

　
な
お
、
各
部
の
諸
活
動
は
次
頁
以
降
に
掲
載
の
通
り
で
あ

る
。※

各
部
の
活
動
報
告
は
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
下
さ
い
。



款 項

収　入　合　計

目 款 項 目
2024 年度決算額 2024 年度

予算額
予算対比
増　減 執行率

【　2024 年度収入支出決算書　】
2024 年 4月 1日～ 2025 年 3月 31日

単位：円収入の部
科　　目

1. 会費

2. 協力費

3. 共済運営費

4. 雑収入

5. 前年度繰越金

1. 会費

1. 寄付金

1. 保険医年金

1. 雑収入

1. 前年度繰越金
1. 前年度繰越金

2. 団体定期保険

3. 休業保障制度

4. 融資制度

5. 職団保険制度

1. 保険医年金

1. 団体定期保険

1. 休業保障制度

1. 融資制度

1. 職団保険制度

1. テキスト料
2. 預金利息
3. 雑入

2. 広告料
1. 寄付金

1. 広告料

1. 会費
2. 過年度収入

132,440,500

110,000

17,985,010

4,772,105

855,670,169

1,010,977,784 1,010,977,784 1,010,977,784 1,004,260,000

855,670,169
855,670,169

4,772,105
3,707,400

70,000 40,000

132,440,500

40,000

11,171,690

3,980,041

2,488,025

0

345,254
345,254

0

2,488,025

3,980,041

11,171,690

70,000
70,000

40,000

132,262,500
178,000 500,000 -322,000

127,440,000 4,822,500

127,940,000 4,500,500 103.5％
127,940,000 4,500,500 103.5％

103.8％
35.6％
157.1％

20,000 20,000 200.0％
20,000 20,000 200.0％
50,000 20,000 140.0％

0 0 0.0％
0 0 0.0％

318,000 27,254 108.6％
318,000 27,254 108.6％
2,400,000 2,372,105 198.8％
2,400,000 2,372,105 198.8％
2,000,000 1,707,400 185.4％

352,149 10,000 342,149 3521.5％
712,556 390,000 322,556 182.7％

855,670,000 169 100.0％
855,670,000 169 100.0％
855,670,000 169 100.0％

6,717,784 100.7％

50,000 20,000 140.0％
18,186,000 -200,990 98.9％
12,200,000 -1,028,310 91.6％
12,200,000 -1,028,310 91.6％
3,508,000 472,041 113.5％
3,508,000 472,041 113.5％
2,160,000 328,025 115.2％
2,160,000 328,025 115.2％

款 項 目 款 項 目
2024 年度決算額 2024 年度

予算額
予算対比
増　減 執行率

単位：円支出の部
科　　目

1. 会議費

2. 事業費

1. 会議費

1. 政策部

3. 広報部

6. 諸経費

2. 審査対策部

4. 発送費
5. 調査研究費
6. 諸経費

1. 会議費
2. 出版印刷費
3. 発送費
4. 研修会費
5. 調査研究費
6. 諸経費

1. 会議費
2. 新聞印刷費
3. 発送費
4. 取材費
5. 情報通信費

1. 会議費
2. 時局対策費
3. 印刷費

1. 総会費
2. 理事会費
3. 委員会費
4. 支部長会議費

5,765,362

75,948,661

235,000

8,620,642
1,413,000

510,000 -403,000

5,765,362

8,741,155

0
0

935,548
319,375

459,000
7,027,232

90,234

36,563
0

2,239,647
950,500
1,086,350
76,000

2,025,250
2,956,984
107,000
676,128

5,364,000 -2,407,016
4,004,000 -1,978,750

11,018,000 -5,252,638 52.3％
11,018,000 -5,252,638 52.3％

50.6％
55.1％
21.0％

1,140,000 -463,872 59.3％
101,637,000 -25,688,339 74.7％
4,000,000 -1,760,353 56.0％

6,901,000 126,232 101.8％
1,075,000 -139,452 87.0％
1,232,000 -912,625 25.9％
156,000 -156,000 0.0％
100,000 -100,000 0.0％

11,114,000 -2,493,358 77.6％
2,198,000 -785,000 64.3％

5,547,176 5,939,000 -391,824 93.4％
1,334,078

0
91,388

2,127,000 -792,922 62.7％
170,000 -170,000 0.0％
322,000 -230,612 28.4％
358,000 -123,000 65.6％

4. 文化厚生部
1. 会議費
2. 文化活動費
3. 研修会費
4. 調査研究費
5. 諸経費

4,348,877 4,479,000 -130,123 97.1％

2,197,333 2,232,000 -34,667 98.4％
70,000 100,000 -30,000 70.0％

209,694
0

1,871,850

362,000 -152,306 57.9％
7,000 -7,000 0.0％

1,778,000 93,850 105.3％

1,611,000 -660,500 59.0％
2,016,000 -929,650 53.9％
56,000 20,000 135.7％
167,000 -130,437 21.9％
126,000 -126,000 0.0％
24,000 66,234 376.0％

10,568,000 -1,826,845 82.7％
1,104,000 -645,000 41.6％

北 海 道 保 険 医 新 聞 第1049号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）2025年（令和7年）6月5日 （4）

6. 総務部
1. 会議費
2. 弔慰費
3. 厚生費
4. 渉外費
5. 運営費

1,690,678 5,234,000 -3,543,322 32.3％

415,500 978,000 -562,500 42.5％
866,500 1,104,000 -237,500 78.5％

76,928
10,000
321,750

390,000 -313,072 19.7％
100,000 -90,000 10.0％
2,662,000 -2,340,250 12.1％

5. 組織部

6. 諸経費

1. 会議費
2. 組織拡大費
3. 女性部会活動費
4. 出版印刷費
5. 発送費

0

1,387,246
101,500

3,228,000 -1,840,754 43.0％
524,000 -422,500 19.4％

952,079 1,855,000 -902,921 51.3％
333,667

0
0

493,000 -159,333 67.7％
198,000 -198,000 0.0％
154,000 -154,000 0.0％
4,000 -4,000 0.0％



科　目
資産の部

資産合計

Ⅰ 流動資産
現 金

敷 金

Ⅱ 固定資産
特 別 預 金
什 器 備 品

当 座 預 金
普 通 預 金
郵 便 貯 金
立 替 金

881,766,454 負債資本合計 881,766,454

負債合計 25,490,509

正味財産合計 856,275,945

（109,146,387）
0

3,050,901

（772,620,067）
769,569,164

2

8,548
99,153,855
3,695,204

負債の部
Ⅰ 流動負債

未払金
預り金
未払法人税等
退職金準備引当金
損害保険拠出金引当金

4,699,612
214,091
70,000

15,506,806
5,000,000

正味財産

（25,490,509）

正味財産の部
（856,275,945）

（うち当期正味財産増減額） （605,776）

1,288,780
拠 出 金 5,000,000

科　目金額欄 金額欄

8. 共済部 

9. 歯科部

3. 委員会費
4. 諸経費

1. 会議費
2. 歯科医政研究費
3. 出版印刷費
4. 発送費
5. 調査研究費
6. 研修会費
7. 諸経費

1. 会議費
2. 共済制度普及活動費

7,464,038

118,800
479,824

4,384,298
661,044

1,281,000
539,072

1,140,686
460,215

2,488,074
71,500
815,673

3,069,000 -580,926 81.1％

1,591,000 -1,051,928 33.9％
4,388,000 -3,702 99.9％
932,000 -270,956 70.9％
318,000 -199,200 37.4％
1,315,000 -835,176 36.5％

0 130,000 -130,000 0.0％

4. 需要費

6. 光熱水費

1. 会務費
2. 印刷費
3. 通信費
4. 事務消耗品費
5. 備品購入費

677,904

19,847,784
178,526

27,864,000 -8,016,216 71.2％
1,440,000 -1,261,474 12.4％

427,790 2,022,000 -1,594,210 21.2％
2,285,097
2,217,960

0

3,001,000 -715,903 76.1％
2,740,000 -522,040 80.9％
1,500,000 -1,500,000 0.0％
840,000 -162,096 80.7％

7. 事務所借用費
8. 公租公課

14,042,907
17,600

15,621,000 -1,578,093 89.9％
700,000 -682,400 2.5％

160,000 -88,500 44.7％
756,000 59,673 107.9％
1,678,000 -537,314 68.0％
475,000 -14,785 96.9％

10,378,000 -2,913,962 71.9％
1,704,000 -423,000 75.2％

10. 支部活動費
1. 支部活動費

8,569,679
8,569,679

13,887,000 -5,317,321 61.7％
13,887,000 -5,317,321 61.7％

1. 人件費
1. 給料

45,324,081
45,324,081

51,000,000 -5,675,919 88.9％
51,000,000 -5,675,919 88.9％

2. 職員福利費
1. 職員保険料

7,616,780
7,411,168

6,711,000 905,780 113.5％
6,350,000 1,061,168 116.7％

2. 職員共済料 90,997 145,000 -54,003 62.8％
3. 福利厚生費 114,615 216,000 -101,385 53.1％

11. 事業対策費
1. 事業調査費

702,260
0

1,269,000 -566,740 55.3％
500,000 -500,000 0.0％

2. 資料購入費 702,260 769,000 -66,740 91.3％
12. 保団連関係費

1. 保団連費
28,541,765

28,135,732
32,890,000 -4,348,235 86.8％
26,751,000 1,384,732 105.2％

2. 中央連絡費 406,033 6,139,000 -5,732,967 6.6％

6. 顧問指導料
1. 税務指導費

1,584,000
660,000

2,312,000 -728,000 68.5％
1,102,000 -442,000 59.9％

2. 法律指導費 924,000 1,210,000 -286,000 76.4％

収入合計
1,010,977,784 -

支出合計
154,701,839 =

次年度繰越正味財産
856,275,945

（うち当期正味財産増減額）
605,776

（5）第1049号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可） 2025年（令和7年）6月5日北 海 道 保 険 医 新 聞

3. 事務局交通費
1. 交通費

78,060
78,060

96,000 -17,940 81.3％
96,000 -17,940 81.3％

5. 雑費
1. 雑費

1,867,111
1,867,111

2,568,000 -700,889 72.7％
2,568,000 -700,889 72.7％

3. 事 務 費 76,317,816 90,551,000 -14,233,184 84.3％

1. 予備費
1. 予備費

1,060,000 0 0.0％
1,060,000 0 0.0％

4. 予備費 1,060,000 0 0.0％

1. 退職金
1. 退職金

32,713,194

0

32,713,194

0

0 0.0％
0 0.0％

5. 特別支出 32,713,194

0

0 0.0％

1. 退職金準備
　 引当金 1. 退職金準備引当金

32,713,194
32,713,194

0 0.0％
0 0.0％

2. コロナ感染対策
　 引当金 2.コロナ感染対策引当金

6,500,000
6,500,000

0 0.0％
0 0.0％

6. 引当金戻入 39,213,194 0 0.0％

1. 退職金準備
　引当金 1. 退職金準備引当金

3,100,000
3,100,000

0 0.0％
0 0.0％

7. 引当金繰入 3,100,000 0 0.0％

1. 法人税住民税
　等 1. 法人税住民税等

70,000
70,000

0 0.0％
0 0.0％

8. 法人税住民税
　等

70,000 0 0.0％

154,701,839 154,701,839 154,701,839 1,004,260,000 -849,558,161 15.4％支出合計

7. 財政部
1. 会議費
2. 業務費
3. 諸経費

1,154,600 1,521,000 -366,400 75.9％

330,000 319,000 11,000 103.4％
15,000 116,000 -101,000 12.9％

809,600 1,086,000 -276,400 74.5％

【　貸借対照表　】
2025 年 3月 31日 単位：円



実
に
高
額
療
養
費
制
度
の
自
己
負
担
限
度
額
の
見
直
し
を

強
行
し
よ
う
と
し
た
が
、
患
者
団
体
な
ど
か
ら
の
批
判
を

受
け
て
８
月
か
ら
行
う
と
し
て
い
た
負
担
上
限
額
の
引
き

上
げ
を
見
送
る
こ
と
を
決
め
た
。
高
額
療
養
費
制
度
は
重

篤
な
疾
患
の
治
療
や
療
養
を
支
え
る
命
綱
で
あ
る
。
本
会

は
引
き
続
き
高
額
療
養
費
制
度
の
見
直
し
撤
回
を
求
め
て

活
動
を
継
続
し
て
い
く
。

　
さ
ら
に
改
革
工
程
で
は
、
医
療
・
介
護
保
険
の
３
割
負

担
の
対
象
拡
大
を
は
じ
め
、
国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
制
度
・
介
護
保
険
の
保
険
料
引
き
上
げ
や
軽
度
者
の
生

活
補
助
の
保
険
給
付
外
し
な
ど
、
患
者
負
担
増
と
公
的
給

付
の
削
減
を
狙
う
医
療
制
度
改
悪
の
政
策
メ
ニ
ュ
ー
が
目

白
押
し
で
あ
る
。
本
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
本
道
選
出
の
国

会
議
員
へ
の
働
き
掛
け
と
道
や
市
町
村
議
会
へ
の
要
請
を

行
い
な
が
ら
、
医
療
関
係
団
体
や
患
者
団
体
、
道
民
と
共

に
改
悪
阻
止
を
訴
え
て
い
き
た
い
。

（
二
）
健
康
保
険
証
の
廃
止
と
医
療
Ｄ
Ｘ

　
多
く
の
懸
念
の
声
が
あ
る
中
、
２
０
２
４
年
12
月
２
日
を

も
っ
て
健
康
保
険
証
の
新
規
発
行
停
止
が
強
行
さ
れ
た
。
猶

予
措
置
と
し
て
最
長
１
年
間
の
健
康
保
険
証
の
使
用
を
認
め
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
保
有
し
て
い
な
い
場
合
に
は
資
格
確
認
書

を
交
付
す
る
と
し
て
い
る
が
、
患
者
の
受
療
権
を
侵
害
す
る

ケ
ー
ス
が
発
生
す
る
懸
念
も
あ
り
、
本
会
は
今
後
も
健
康
保

険
証
の
廃
止
撤
回
を
求
め
て
い
く
。

　
技
術
革
新
の
進
展
や
社
会
の
変
化
に
伴
い
、
医
療
分
野
へ

の
Ｉ
Ｔ
化
も
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
が
、

導
入
費
用
や
維
持
費
が
医
療
機
関
の
経
営
や
人
的
負
担
を
さ

ら
に
圧
迫
し
て
い
る
。
強
引
な
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
移
行
を

は
じ
め
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
義
務
化
や
電
子
カ
ル
テ
情
報
共
有

サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
拙
速
で
強
制
的
な
医
療
Ｄ
Ｘ
の
導
入
を
見

直
し
、
医
療
現
場
の
実
状
に
即
し
た
取
り
組
み
と
補
助
金
な

ど
の
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
を
政
府
に
強
く
要
求
し
て
い
く
。

（
三
）
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
義
務
化
撤
回
を

東
京
保
険
医
協
会
が
主
導
で
提
訴
し
た
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
義
務
不
存
在
確
認
等
請
求
訴
訟
」
で
は
東
京
地
裁
が

原
告
の
訴
え
を
退
け
た
。
弁
護
団
は
「
原
告
側
の
主
張
や
証

拠
を
正
面
か
ら
応
え
る
こ
と
な
く
、
国
の
言
い
分
ば
か
り
を

採
用
し
た
内
容
で
不
当
判
決
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
し

て
東
京
高
裁
に
控
訴
し
た
が
、
省
令
で
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

一
．
医
療
・
社
会
保
障
を
巡
る
情
勢

　
昨
今
の
世
界
情
勢
や
歴
史
的
な
円
安
な
ど
に
よ
る
未
曾

有
の
物
価
高
騰
は
、
国
民
生
活
や
医
療
機
関
の
経
営
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　
総
選
挙
で
国
民
に
厳
し
い
審
判
を
下
さ
れ
た
石
破
政
権

は
結
果
責
任
を
取
る
こ
と
な
く
、
こ
う
し
た
状
況
下
で
も

岸
田
前
政
権
の
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
を
引
き
継
ぐ
方

針
を
表
明
し
た
。
社
会
保
障
分
野
で
は
「
全
世
代
型
社
会

保
障
構
築
を
目
指
す
改
革
の
道
筋
」（
以
下
、
改
革
工
程
）

に
掲
げ
ら
れ
た
項
目
を
実
現
で
き
る
も
の
か
ら
着
実
に
実

施
す
る
と
し
て
、
後
発
医
薬
品
の
あ
る
先
発
医
薬
品
の
選

定
療
養
を
用
い
た
保
険
外
し
を
推
し
進
め
て
い
る
。
さ
ら

に
２
０
２
５
年
度
予
算
で
は
防
衛
費
を
過
去
最
高
と
す
る

一
方
で
、
健
康
保
険
証
の
新
規
発
行
の
停
止
を
強
行
し
、

社
会
保
障
費
は
高
齢
化
に
伴
う
自
然
増
ま
で
も
圧
縮
す
る

た
め
に
医
療
・
介
護
の
給
付
削
減
や
社
会
保
険
料
の
引
き

上
げ
を
実
施
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

２
０
２
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
は
６
回
連
続
の
実
質
マ

イ
ナ
ス
改
定
と
な
っ
た
が
、こ
れ
で
は
昨
今
の
物
価
高
騰
分

す
ら
補
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、コ
ロ
ナ
禍
で
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
た
医
療
機
関
は
存
続
の
危
機
に
あ
る
。本
会
は
活
動
理
念

で
あ
る「
国
民
の
健
康
を
守
る
た
め
保
険
医
療
の
改
善
を
期

し
、併
せ
て
保
険
医
の
生
活
安
定
」を
実
現
す
べ
く
、社
会
保

障
の
充
実
、改
善
に
向
け
て
粘
り
強
く
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

最
後
に
２
０
２
４
年
１
月
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震

で
は
復
旧・復
興
が
進
ま
な
い
最
中
、９
月
に
は
記
録
的
大

雨
が
能
登
地
方
を
襲
い
、再
び
被
災
地
が
自
然
災
害
に
見
舞

わ
れ
た
。１
日
も
早
い
復
旧・復
興
を
祈
念
す
る
共
に
、本
会

は
引
き
続
き
災
害
復
興
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

二
．
活
動
方
針
の
具
体
化

（
一
）
医
療
制
度
改
善
に
向
け
た
運
動

　

石
破
政
権
は
、
現
役
世
代
の
保
険
料
負
担
の
軽
減
を
口

北 海 道 保 険 医 新 聞

認
を
医
療
機
関
に
義
務
付
け
る
こ
と
は
健
康
保
険
法
に
よ
る

委
任
の
範
囲
を
逸
脱
し
た
違
法
行
為
で
あ
る
。
既
に
対
応
で

き
な
い
医
療
機
関
は
閉
院
に
追
い
込
ま
れ
て
お
り
、
本
会
は

こ
れ
か
ら
も
経
過
措
置
の
期
間
延
長
な
ど
を
求
め
な
が
ら
、

義
務
化
撤
回
を
求
め
て
活
動
を
継
続
す
る
。

（
四
）
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

　
２
０
２
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
は
本
体
が
プ
ラ
ス
と
な

っ
た
が
、
薬
価
や
材
料
価
格
な
ど
の
引
き
下
げ
に
よ
り
、

全
体
で
は
０
・
12
％
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。
そ
の
本
体

の
プ
ラ
ス
分
も
ほ
と
ん
ど
が
新
設
さ
れ
た
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

評
価
料
に
占
め
ら
れ
て
お
り
、
医
科
で
は
特
定
疾
患
療
養

管
理
料
か
ら
高
血
圧
症
や
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
が
除
外

さ
れ
る
な
ど
に
よ
っ
て
多
く
の
医
療
機
関
が
減
収
と
な
っ

た
。
さ
ら
に
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
や
医
療
Ｄ
Ｘ
加
算
な

ど
は
煩
雑
な
申
請
を
求
め
ら
れ
、
多
く
の
医
療
現
場
は
困

惑
し
て
い
る
。

　
ま
た
介
護
報
酬
改
定
は
１
・
59
％
の
引
き
上
げ
に
留
ま

り
、
介
護
従
事
者
の
異
業
種
へ
の
流
出
に
歯
止
め
が
掛
か

ら
ず
、
介
護
保
険
制
度
は
崩
壊
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。

　
２
０
２
５
年
の
春
闘
の
集
計
結
果
で
は
平
均
賃
上
げ
率

が
５・46
％
と
２
年
連
続
の
５
％
超
え
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

新
設
さ
れ
た
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
目
標
値
は
２
・
５

％
な
ど
、
２
０
２
４
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
や
介
護
報
酬

改
定
で
は
昨
今
の
急
激
な
物
価
高
騰
を
は
じ
め
人
件
費
の

上
昇
に
追
い
つ
い
て
お
ら
ず
、
医
療
・
介
護
分
野
は
完
全

に
取
り
残
さ
れ
て
い
る
。
今
こ
そ
日
本
の
医
療
と
介
護
に

対
し
て
抜
本
的
な
財
政
出
動
が
必
要
で
あ
り
、
本
会
は
粘

り
強
く
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の
大
幅
な
引
き
上
げ
を
求

め
て
活
動
を
継
続
し
て
い
く
。

（
五
）
歯
科
医
療
提
供
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
て

　
長
年
に
わ
た
る
歯
科
医
療
費
抑
制
策
の
も
と
、
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
義
務
化
な
ど
の
医
療
Ｄ
Ｘ
を
は
じ
め
、
人
件
費
の
上

昇
や
物
価
高
騰
な
ど
に
よ
っ
て
歯
科
医
療
機
関
の
経
営
も
厳

し
さ
が
増
し
て
閉
院
や
倒
産
が
増
加
し
、
歯
科
医
療
機
関
数

は
２
０
１
６
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
下
、
２
０
２
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
で
は
歯
科
改
定

率
が
プ
ラ
ス
０
・
57
％
と
な
り
、
賃
上
げ
対
応
分
を
除
く
と

引
き
上
げ
分
は
前
回
を
下
回
る
厳
し
い
改
定
と
な
っ
た
。
ま

た
歯
科
技
工
士
の
長
時
間
労
働
や
低
収
入
と
い
っ
た
歯
科
技

工
問
題
も
深
刻
化
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
歯
科
医
療
の

イ
ン
フ
ラ
が
不
足
し
、
国
民
の
た
め
に
良
質
な
歯
科
医
療
の

提
供
は
困
難
が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
の
原
因
は
長
年
据
え
置
き

に
さ
れ
た
基
本
診
療
料
や
基
礎
的
技
術
料
な
ど
の
歯
科
の
診

療
報
酬
の
低
さ
に
あ
る
。

　
全
て
の
患
者
や
国
民
が
費
用
を
心
配
す
る
こ
と
な
く
必
要

な
歯
科
医
療
を
受
け
ら
れ
る
た
め
に
は
、
保
険
診
療
の
充
実

に
よ
る
歯
科
医
療
費
の
総
枠
拡
大
が
必
要
で
あ
り
、
本
会
は

診
療
報
酬
の
大
幅
な
引
き
上
げ
を
求
め
て
活
動
を
強
化
し
て

い
き
た
い
。

（
六
）
新
た
な
地
域
医
療
構
想
と
か
か
り
つ
け
医
機
能
報
告

　
　

制
度

政
府
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

２
０
４
０
年
を
見
据
え
、
新
た
な
地
域
医
療
構
想
の
策
定
を

進
め
て
い
る
が
、
複
数
の
疾
患
や
認
知
症
な
ど
を
抱
え
る
高

齢
者
は
今
後
ま
す
ま
す
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
、
医
療
や
介

護
が
途
切
れ
な
く
提
供
で
き
る
仕
組
み
と
地
域
の
実
情
に
沿

っ
た
医
療
提
供
体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
。

　
か
か
り
つ
け
医
機
能
報
告
制
度
が
４
月
か
ら
開
始
さ
れ
、

各
医
療
機
関
が
外
来
に
お
け
る
か
か
り
つ
け
医
機
能
を
都
道

府
県
知
事
に
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
厚
労
省
は
医
療
費

抑
制
の
た
め
に
新
た
な
地
域
医
療
構
想
に
お
い
て
、
病
院
の

統
廃
合
や
外
来
・
在
宅
を
含
め
た
役
割
分
担
、
機
能
分
化
な

ど
も
検
討
し
て
お
り
、
今
回
導
入
さ
れ
た
か
か
り
つ
け
医
機

能
報
告
制
度
と
新
た
な
地
域
医
療
構
想
が
結
び
つ
き
開
業
規

制
や
開
業
医
数
の
抑
制
に
繋
が
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
、
今
後

の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
七
）
医
師
の
偏
在
問
題

北
海
道
に
お
い
て
は
、
道
内
各
地
か
ら
札
幌
市
な
ど
の
都

市
部
に
患
者
が
集
中
す
る
こ
と
に
伴
い
、
医
療
資
源
も
都
市

部
に
集
ま
る
傾
向
に
あ
り
、
医
師
の
偏
在
が
問
題
に
な
っ
て

い
る
。

　
政
府
は
医
師
の
偏
在
是
正
に
向
け
て
、
医
療
機
関
の
管
理

者
要
件
の
拡
大
や
新
規
開
業
に
関
す
る
都
道
府
県
知
事
の
権

限
強
化
な
ど
の
規
制
的
手
法
の
ほ
か
、
経
済
的
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
や
医
師
育
成
過
程
で
の
取
り
組
み
な
ど
を
議
論
し
た
総

合
的
な
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
取
り
ま
と
め
た
。

　
保
団
連
は
、
偏
在
問
題
に
対
し
て
医
師
及
び
歯
科
医
師
数

が
絶
対
的
に
不
足
し
て
い
る
と
し
て
育
成
数
の
増
加
や
育
成

２
０
２
５
年
度
活
動
方
針

に
必
要
な
財
政
措
置
な
ど
を
政
府
に
要
請
し
て
い
る
が
、
保

団
連
と
連
携
し
な
が
ら
活
動
を
進
め
て
い
く
共
に
、
本
会
は

地
域
医
療
の
第
一
線
を
担
う
立
場
か
ら
道
内
の
地
域
医
療
の

実
情
を
把
握
し
な
が
ら
偏
在
問
題
の
解
決
に
向
け
て
提
言
し

て
い
き
た
い
。

（
八
）
医
薬
品
の
供
給
不
足
の
影
響

医
薬
品
の
供
給
不
足
に
よ
り
、
治
療
に
必
要
な
薬
剤
が
入

手
困
難
と
な
り
、
日
常
診
療
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
現
在
の
医
薬
品
の
供
給
不
足
は
、
政
府
が
断
行
す
る
医

療
費
抑
制
策
に
よ
る
薬
価
引
き
下
げ
を
は
じ
め
、
採
算
性
悪

化
に
よ
る
製
造
体
制
の
不
安
定
化
や
原
材
料
価
格
の
高
騰
な

ど
様
々
な
要
因
が
重
な
っ
て
い
る
。
本
会
は
今
後
も
保
団
連

と
協
力
し
て
運
動
を
進
め
る
と
共
に
、
薬
剤
師
会
な
ど
関
係

団
体
へ
の
働
き
掛
け
も
強
め
て
い
き
た
い
。

（
九
）
長
期
収
載
品
の
保
険
給
付
外
し

２
０
２
４
年
10
月
よ
り
、
後
発
医
薬
品
の
あ
る
先
発
医

薬
品
の
処
方
・
調
剤
に
選
定
療
養
の
仕
組
み
が
導
入
さ
れ

た
。
保
険
外
併
用
療
養
費
制
度
に
お
け
る
選
定
療
養
は
保

険
収
載
を
前
提
と
し
な
い
ア
メ
ニ
テ
ィ
を
対
象
と
す
る
も

の
で
あ
っ
て
、
既
に
薬
価
収
載
さ
れ
た
医
薬
品
で
あ
る
長

期
収
載
品
の
処
方
や
調
剤
を
対
象
と
し
て
取
り
扱
う
の
は

保
険
外
し
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
看
過
で
き
る
も

の
で
は
な
い
。

「
骨
太
の
方
針
２
０
２
４
」
で
は
更
な
る
拡
大
も
計
画
し
て

お
り
、
こ
の
ま
ま
選
定
療
養
の
仕
組
み
が
濫
用
さ
れ
る
と
患

者
負
担
増
や
混
合
診
療
の
拡
大
に
繋
が
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、

わ
が
国
の
国
民
皆
保
険
制
度
を
根
幹
か
ら
崩
壊
さ
せ
る
も
の

で
あ
る
。
本
会
は
今
後
も
選
定
療
養
の
拡
大
阻
止
を
求
め
て

活
動
を
継
続
し
て
い
く
。

（
十
）
消
費
税
の
損
税
問
題

医
療
機
関
は
仕
入
れ
に
か
か
る
消
費
税
を
支
払
う
必
要
が

あ
る
。
し
か
し
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
消
費
税
を
課
す
こ
と
が

で
き
ず
、
仕
入
れ
た
医
療
材
料
や
薬
剤
に
か
か
る
消
費
税
は

医
療
機
関
の
負
担
と
な
っ
て
医
業
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
。

　
本
会
は
、
診
療
報
酬
が
消
費
税
負
担
の
非
課
税
対
象
と
さ

れ
て
い
る
現
状
に
お
い
て
、
保
団
連
が
求
め
て
い
る
ゼ
ロ
税

率
の
適
用
を
含
め
、
損
税
問
題
の
抜
本
的
解
決
に
向
け
て
活

動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。
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※
各
部
の
活
動
方
針
は
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
下
さ
い
。

款 項

収　入　合　計

目 款 項 目
2025 年度予算額 2024 年度

予算額
予算対比
増　減

前年度
予算比

【　2025 年度収入支出予算書　】
2025 年 4月 1日～ 2026 年 3月 31日

単位：千円収入の部
科　　目

1. 会費

2. 協力費

3. 共済運営費

4. 雑収入

5. 前年度繰越金

1. 会費

1. 寄付金

1. 保険医年金

1. 雑収入

1. 前年度繰越金
1. 前年度繰越金

2. 団体定期保険

3. 休業保障制度

4. 融資制度

5. 職団保険制度

1. 保険医年金

1. 団体定期保険

1. 休業保障制度

1. 融資制度

1. 職団保険制度

1. テキスト料
2. 預金利息
3. 雑入

2. 広告料
1. 寄付金

1. 広告料

1. 会費
2. 過年度収入

127,004

70

17,146

1,100

856,275

1,001,595 1,001,595 1,001,595 1,004,266

856,275
856,275

1,100
700

70 0

127,004

20

11,980

2,760

2,106

0

300
300

0

2,106

2,760

11,980

50
50

20

126,504
500 500 0

127,440 -936

127,940 -936 99.3％
129,940 -936 99.3％

99.3％
100.0％
100.0％

20 0 100.0％
20 0 100.0％
50 0 100.0％

0 100.0％
0 0 100.0％

318 -18 94.3％
318 -18 94.3％
2,400 -1,300 45.8％
2,400 -1,300 45.8％
2,000 -1,300 35.0％

10 10 0 100.0％
390 390 0 100.0％

855,670 605 100.1％
855,670 605 100.1％
855,670 605 100.1％

-2,671 99.7％

50 0 100.0％
18,186 -1,040 94.3％
12,200 -220 98.2％
12,200 -220 98.2％
3,508 -748 78.7％
3,508 -748 78.7％
2,160 -54 97.5％
2,160 -54 97.5％

款 項 目 款 項 目
2025 年度予算額 2024 年度

予算額
予算対比
増　減

前年度
予算比

単位：千円支出の部
科　　目

1. 会 議 費

2. 事 業 費

1. 会議費

1. 政策部

4. 発送費
5. 調査研究費
6. 諸経費

1. 会議費
2. 時局対策費
3. 印刷費

1. 総会費
2. 理事会費
3. 委員会費
4. 支部長会議費

11,000

94,746

510 0

11,000

25

232
7

4,000
1,719
1,953
64

4,004
5,354
510
1,132

5,364 -10
4,004 0

11,018 -18 99.8％
11,018 -18 99.8％

100.0％
99.8％
100.0％

1,140 -8 99.3％
101,637 -6,891 93.2％
4,000 0 100.0％
1,611 108 106.7％
2,016 -63 96.9％
56 8 114.3％
167 65 138.9％
126 -119 5.6％
24 1 104.2％

（
十
一
）
医
業
経
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
諸
活
動

　
本
会
は
個
別
指
導
で
の
指
摘
事
項
や
診
療
録
の
記
載
上
の

注
意
点
、
行
政
調
査
へ
の
対
策
な
ど
に
つ
い
て
懇
切
丁
寧
に

相
談
に
応
じ
る
と
共
に
、
適
時
調
査
に
関
す
る
研
修
会
の
開

催
や
情
報
提
供
の
更
な
る
充
実
に
も
努
め
る
。
併
せ
て
、日
々

の
窓
口
業
務
で
の
疑
問
点
や
保
険
診
療
上
の
疑
義
な
ど
、
日

常
診
療
の
サ
ポ
ー
ト
活
動
も
強
化
す
る
。

　
雇
用
分
野
で
は
働
き
方
改
革
関
連
法
や
改
正
育
児
・
介
護

休
業
法
の
施
行
な
ど
に
よ
っ
て
労
務
管
理
が
複
雑
化
し
、
税

務
分
野
で
も
法
律
改
正
に
よ
り
医
療
機
関
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
場
合
も
出
て
き
て
い
る
。
本
会
は
顧
問
契
約
を
結
ん

で
い
る
弁
護
士
と
税
理
士
に
よ
る
法
律
や
税
務
に
関
す
る
個

別
相
談
の
サ
ー
ビ
ス
を
会
員
に
周
知
し
、
い
つ
で
も
気
軽
に

相
談
で
き
る
よ
う
に
努
め
る
。

　
ま
た
、
会
員
や
従
業
員
の
日
常
業
務
を
サ
ポ
ー
ト
す
べ
く
、

今
年
度
も
「
開
業
医
の
た
め
の
実
務
セ
ミ
ナ
ー
」「
歯
科
ス
タ

ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」「
接
遇
・
電
話
対
応
マ
ナ
ー
講
座
」
な
ど
の

開
催
や
、
開
業
か
ら
閉
院
に
至
る
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
対
し
て
会
員
の
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く
対
応
で
き
る
体
制

を
整
え
て
い
き
た
い
。

（
十
二
）
組
織
拡
大
と
共
済
制
度
の
普
及

　
会
員
の
死
亡
・
高
齢
や
閉
院
・
廃
業
に
よ
る
退
会
者
数

が
新
規
入
会
者
数
を
上
回
り
、
会
員
減
少
に
歯
止
め
が
掛

か
ら
な
い
。
開
業
医
会
員
向
け
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
勤
務

会
員
を
は
じ
め
研
修
医
な
ど
若
い
医
師
・
歯
科
医
師
や
女

性
の
医
師
・
歯
科
医
師
を
対
象
に
し
た
各
種
サ
ー
ビ
ス
の

拡
充
を
行
う
。
ま
た
取
り
扱
い
生
命
保
険
会
社
と
連
携
を

強
化
し
、
保
険
医
休
業
保
障
共
済
保
険
、
保
険
医
年
金
、

団
体
定
期
保
険
の
三
大
共
済
制
度
の
普
及
拡
大
に
努
め
、

組
織
拡
大
に
繋
げ
た
い
。
加
え
て
本
会
の
子
会
社
で
あ
る

「
合
同
会
社
保
険
医
サ
ポ
ー
ト
北
海
道
」
と
連
携
し
、
損
保

商
品
販
売
事
業
の
ほ
か
会
員
の
日
常
診
療
の
サ
ポ
ー
ト
に

関
す
る
諸
事
業
、
福
利
厚
生
事
業
も
充
実
さ
せ
て
会
員
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
す
。

　
そ
の
他
、
会
員
の
家
族
サ
ー
ビ
ス
や
従
業
員
の
親
睦
を
目

的
に
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、
親
子
一
泊
キ
ャ
ン
プ
旅
行
、
日
帰

り
バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
行
事
の
開
催
や
、

道
内
美
術
館
の
入
場
券
を
は
じ
め
各
種
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
の
チ

ケ
ッ
ト
割
引
販
売
な
ど
も
行
い
、
会
員
メ
リ
ッ
ト
の
拡
大
と

共
に
北
海
道
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
も
寄
与
し
た
い
。

（
十
三
）
各
種
関
係
団
体
と
の
連
携
や
情
報
発
信
の
重
要
性

　
医
療
制
度
の
改
善
に
向
け
て
、
北
海
道
医
師
会
、
北
海
道

歯
科
医
師
会
、
札
幌
市
医
師
会
、
札
幌
歯
科
医
師
会
、
北
海

道
歯
科
衛
生
士
会
、
札
幌
歯
科
技
工
士
会
な
ど
の
各
種
関
係

団
体
と
懇
談
を
行
っ
て
意
見
交
換
を
図
り
、
各
団
体
と
の
連

携
、
交
流
を
強
化
し
て
い
く
。
ま
た
患
者
・
道
民
と
意
見
交

流
す
る
場
と
し
て
、
今
年
度
も
街
頭
宣
伝
活
動
や
歯
科
市
民

集
会
を
開
催
す
る
。
さ
ら
に
北
海
道
新
聞
社
な
ど
の
報
道
機

関
と
懇
談
を
行
い
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
と
の
交
流
を
通
じ
て
、

本
会
が
実
施
し
た
各
種
調
査
や
提
言
な
ど
も
発
信
し
て
い
く
。

　
日
々
変
化
す
る
医
療
情
勢
に
つ
い
て
、
適
確
に
会
員
に
情

報
提
供
で
き
る
よ
う
北
海
道
保
険
医
新
聞
を
は
じ
め
、
ニ
ュ

ー
ス
レ
タ
ー
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
た
広
報
活
動

を
一
層
充
実
さ
せ
る
と
共
に
、
迅
速
な
情
報
発
信
の
ツ
ー
ル

と
し
て
開
設
し
た
Ｘ
、Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
な
ど
の
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
有
効
活
用
し
、
会
員
は
も
と
よ
り

未
入
会
員
や
道
民
に
も
積
極
的
に
情
報
を
発
信
し
て
い
く
。

（
十
四
）
会
務
執
行
体
制
の
強
化
と
健
全
財
政
の
維
持

　
法
人
機
構
の
整
備
と
管
理
に
努
め
て
組
織
体
制
を
強
化
し
、

管
理
機
能
の
充
実
を
図
る
。
特
に
本
会
の
特
徴
で
あ
る
医
科

歯
科
一
体
の
活
動
を
効
果
的
に
展
開
す
べ
く
、
各
部
間
の
連

携
・
調
整
の
円
滑
化
に
努
め
、
医
科
歯
科
一
体
の
メ
リ
ッ
ト

を
活
か
し
た
企
画
や
事
業
を
充
実
さ
せ
る
。

　
昨
今
の
物
価
高
騰
は
本
会
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
が
、
均
衡
の
と
れ
た
予
算
編
成
と
健
全
な
財
政
運
営
に

務
め
る
。
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
り
つ
つ
、
黒
字

決
算
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
財
政
支
出
の
効
率
化
も
進
め
て

安
定
的
な
組
織
運
営
を
行
っ
て
い
く
。

三
．
選
挙
に
対
す
る
態
度

　
我
が
国
の
医
療
・
介
護
等
の
社
会
保
障
制
度
の
後
退
が

危
惧
さ
れ
る
中
、
国
民
一
人
ひ
と
り
の
選
挙
に
対
す
る
責

任
は
極
め
て
重
い
。
本
会
と
し
て
は
引
き
続
き
、
会
員
の

思
想
、
信
条
、
政
治
的
自
由
を
尊
重
し
、
こ
れ
を
守
る
態

度
を
堅
持
し
、
特
定
の
政
党
、
個
人
の
支
持
・
不
支
持
は

行
わ
な
い
。

　
な
お
、各
部
の
活
動
方
針
は
以
降
に
掲
載
の
通
り
で
あ
る
。



3. 広報部

6. 諸経費

2. 審査対策部
1. 会議費
2. 出版印刷費
3. 発送費
4. 研修会費
5. 調査研究費
6. 諸経費

1. 会議費
2. 新聞印刷費
3. 発送費
4. 取材費
5. 情報通信費

332

11,300
1,934

4,700

147
112

273
1,468

1,104
1,596 6,901 -5,305 23.1％

1,075 -802 25.4％
1,232 236 119.2％
156 -9 94.2％
100 12 112.0％

11,114 186 101.7％
2,198 -264 88.0％

5,939 5,939 0 100.0％
2,785
110
200

2,127 658 130.9％
170 -60 64.7％
322 -122 62.1％
358 -26 92.7％

10,568 -5,868 44.5％
1,104 0 100.0％

5. 組織部

6. 諸経費

1. 会議費
2. 組織拡大費
3. 女性部会活動費
4. 出版印刷費
5. 発送費

4

4,300
548

3,228 1,072 133.2％
524 24 104.6％

2,021 1,855 166 108.9％
502
980
245

493 9 101.8％
198 782 494.9％
154 91 159.1％
4 0 66.7％

4. 文化厚生部
1. 会議費
2. 文化活動費
3. 研修会費
4. 調査研究費
5. 諸経費

4,502 4,479 23 100.5％

2,485 2,232 253 111.3％
100 100 0 0.0％

584
5

1,328

362 222 161.3％
7 -2 71.4％

1,778 -450 74.7％

8. 共済部 

9. 歯科部

3. 委員会費
4. 諸経費

1. 会議費
2. 歯科医政研究費
3. 出版印刷費
4. 発送費
5. 調査研究費
6. 研修会費
7. 諸経費

1. 会議費
2. 共済制度普及活動費

7,683

171
1,489

1,898
733

1,776
1,560

1,755
664

3,395
172
804

3,069 326 110.6％

1,591 -31 98.1％
4,388 -2,490 43.3％
932 -199 78.6％
318 -147 53.8％
1,315 174 113.2％

56 130 -74 43.1％

4. 需要費

6. 光熱水費

1. 会務費
2. 印刷費
3. 通信費
4. 事務消耗品費
5. 備品購入費

840

27,852
1,440

27,864 -12 100.0％
1,440 0 100.0％

2,016 2,022 -6 99.7％
2,995
2,740
1,500

3,001 -6 99.8％
2,740 0 100.0％
1,500 0 100.0％
840 0 100.0％

7. 事務所借用費
8. 公租公課

15,621
700

15,621 0 100.0％
700 0 100.0％

160 12 107.5％
756 48 106.3％
1,678 77 104.6％
475 189 139.8％

10,378 -2,695 74.0％
1,704 72 104.2％

10. 支部活動費
1. 支部活動費

13,900
13,900

13,887 13 100.1％
13,887 13 100.1％

1. 人件費
1. 給料

49,000
49,000

51,000 -2,000 96.1％
51,000 -2,000 96.1％

2. 職員福利費
1. 職員保険料

6,683
6,350

6,711 -28 99.6％
6,350 0 100.0％

2. 職員共済料 117 145 -28 80.7％
3. 福利厚生費 216 216 0 100.0％

11. 事業対策費
1. 事業調査費

1,269
500

1,269 0 100.0％
500 0 100.0％

2. 資料購入費 769 769 0 100.0％
12. 保団連関係費

1. 保団連費
33,000

26,861
32,890 0 100.3％
26,751 0 100.3％

2. 中央連絡費 6,139 6,139 0 100.0％

6. 顧問指導料
1. 税務指導費

2,312
1,102

2,312 0 100.0％
1,102 0 100.0％

2. 法律指導費 1,210 1,210 0 100.0％

3. 事務局交通費
1. 交通費

96
96

96 0 100.0％
96 0 100.0％

5. 雑費
1. 雑費

2,568
2,568

2,568 0 100.0％
2,568 0 100.0％

3. 事 務 費 88,511 90,551 -2,040 97.7％

1. 予備費
1. 予備費

4,238
4,238

1,060 3,178 399.8％
1,060 3,178 399.8％

4. 予備費 4,238

803,100 800,000 3,100 100.4％

1,060 3,178 399.8％

1. 基本準備金
1. 基本準備金

445,000
445,000

445,000 0 100.0％
445,000 0 100.0％

2. 事務所建設等
　 準備引当金 1.事務所建設等準備金

300,000
300,000

300,000 0 100.0％
300,000 0 100.0％

3. 職員退職準備金
1. 職員退職準備金

58,100
58,100

55,000 3,100 105.6％
55,000 3,100 105.6％

5. 次年度繰越金
　正味財産

198,495 198,495 198,495 204,266 -5,771 97.2％

1,001,595 1,001,595 1,001,595 1,004,266 -2,671 99.7％支出合計

支出合計

6. 総務部
1. 会議費
2. 弔慰費
3. 厚生費
4. 渉外費
5. 運営費

5,200 5,234 -34 99.4％

978 978 0 100.0％
1,104 1,104 0 94.4％

390
100
2,628

390 0 41.8％
100 0 100.0％
2,662 -34 98.7％

7. 財政部
1. 会議費
2. 業務費
3. 諸経費

1,497 1,521 -24 98.4％

319 319 0 100.0％
92 116 -24 79.3％

1,086 1,086 0 100.0％
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